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高齢者の“👣”については、少なからずどこでも問題になっている。
あ し

75歳以上の急増

運転免許証の返納

タクシー？バス？

心身状態の低下

独居・高齢者世帯増

家族の希薄化

お金の問題

運転できない・・・頼れる人が身近にいない・・・

買物、通院、おでかけ、好きなようにできますか？
介護保険サービスだけで補うことができますか？

配偶者や友人の死別

徒歩？自転車？

買物や通院は？

楽しみや生きがいは？

事故の補償



高齢者の外出の現状と取組のきっかけ

Ｒ１

Ｒ２

Ｒ1～
R４

【通所型サービスＢの立上げ支援】

通所型サービスＢ箇所数(市総合計画成果指標）

R1 R2 R3 R4 R12目標

０
①経田コミュニティ
カフェ潮風

②角川すみれ会
③サロン上中島ひだまり
④コスモス

5か所

★利用者が通える距離や悪天候時の問題→無償送迎が始まる

パワーアップ中

【地域ケア会議】２回開催
延141人 地域住民&専門職が参加

通いの場の充実のためには
外出・移動支援が必要だ！

自分で運転５割、人の送迎３割
外出控え３割(理由：足腰痛み6割、手段なし２割)

【ニーズ調査】
75歳以上 3,214人回答

★公共交通機関でカバーできない“移動弱者”の存在

★自力での自由な外出に制限のある75歳以上の方が多い

バス停遠い

免許返納
ムリ

長い距離
歩けない



通所型サービスＢが各地で続々スタート！
（市内４か所）

経田コミュニティカフェ潮風

100歳を迎えた利用者さんを
みんなでお祝いしました。

角川すみれ会

ひなまつり雑学を勉強中。
他サロンの方が視察に参加。

サロン上中島『ひだまり』

ボランティアさんも参加者も
いつもワイワイ大賑わい。

コスモス

今月６日～開所！



通所型サービスＢ（通所B）とは？

要支援認定１・２の方、それに近い状態の方（事業対象者）が一定数参加している
住民主体の通いの場

魚津市の場合
◆週１回以上４時間開所＋上記の方を概ね５名以上含む通いの場
◆体操 昼食 製作 談話 レクリエーションなど（自由）



こんなにいい居場所が地域にあるのに･･･
移動手段がなく、出られない、出にくい人がいる。

なにか地域の
足の支援が
できれば・・・

やろうとする気持ちが
ある人が、安心して送迎
できるようにしたい。

車があれば、
あの人も出て
こられるのに・・・

近いけど
私には
遠いわ～

送迎があ
れば行け
るのに･･･

ケアマネジャー ボランティア

送迎頼まれたら
断れんちゃ～

住民さん

住民さん



介護予防のためには、外出支援が大切。

行政の役割は、住民主体の活動の立上げと継続、
住民さんの“希望や熱意”を支援することである。

総合事業で移動支援ができるようだけど、
何をどう進めればいいの？相談先もわからない・・・

国のモデル事業（老人保健健康増進等事業）
に富山県が参加します。
『移動支援サービス創出のための研修会』
魚津市さんも参加しませんか？

これだ！

県から研修会のご案内

住民主体
でしょ？

困りごと
どうしたら？



県と講師陣のご支援のもと、R4行動計画書を作成！

④次年度にむけて、安全運転講習や今後の広報の仕方、募集
から実際運転に至るまでのノウハウについて情報収集・検討す
る。

社会福祉課職員
SC

③運転ボランティアの希望者の発掘
発掘のために必要な役割（SC、行政、住民、民間等）を確認す
る。

SC
潮風運営者
サブ：社会福祉課職員

②車両について、公用車、事業所所有車、マイカー、交付金によ
る購入等活用可能な方法について情報収集する。
相談役：企画政策課、地域協働課

社会福祉課職員

2月2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

①地区内にあるデイサービス等の事業所（３か所）に、デイ送迎
の空き時間の活用等について相談・情報共有する。また、運転
手養成の過程、運転手の雇用やマンパワーの現状、担い手確
保の困りごと等もあわせて確認する。

SC
社会福祉課職員

③燃料、車両、保険、利用料、奨励金など、効果的な補助内容
について整理し、補助要綱の素案を作成する。事業所委託も含
めて検討する。
相談役：課内、財政課

社会福祉課職員

1月

Ⅲ．目標の達成に向けた具体的な行動

中間目標 具体的な行動 実施者

①上記１の目標達成により、経田でのニーズにあった運行方法
を検討し、総合事業の補助等の活用の可能性を模索する。

社会福祉課職員
サブ：SC

②サロンや地区内で、自分の用事のついでに近所の人を乗せ
ている等送迎があるかどうか、地域福祉ミーティング（民生委員
や推進員の集まりの場）やサロンの場を通じて確認する。

SC
サブ：社会福祉課職員

③上記①②について、市バスや地鉄で網羅できていないか、運
行表や地図等活用して確認する。網羅されている場合、なぜ利
用できないか（していないか）を確認する。
相談役：都市計画課

SC
サブ：社会福祉課職員

⑤上記④の広報を充実させながら、運転手になる方向けの講習
会の企画・開催ができる。

社会福祉課職員
SC

３．運行に必要な
車両と人材候補
が把握できてい
る。

3月

①経田地区のサロン８か所と通所型サービスB運営代表者ら
に、通いの場や買い物等に必要な交通手段の現状や問題、
ニーズを調査票を参考に確認する。

SC
サブ：社会福祉課職員

２．経田地区版の
移動支援の類型
や補助内容等実
働可能な運行ス
キームが概ね整っ
ている。

⓪市として、総合事業の中の通所Ｂの位置付けと方向性を確認
する。あわせて、行政主導で行うこと、住民主体で行うための側
面支援を行うことの２つの視点で、行政のスタンスと役割を共有
する。

社会福祉課職員
サブ：SC

１．経田地区にあ
る通いの場参加
者の移動に関す
る現状やニーズが
把握できている。

⓪移動ニーズの把握の際に必要と思われる具体的事項につい
て、当研修会や市とコーディネーターの定例会を通じて、内容を
検討し、調査表案を作成する。

SC
サブ：社会福祉課職員

②想定される運行スキームについて、類似の方法で運行する他
自治体について資料や直接入電等で調べる。

SC
サブ：社会福祉課職員

④経田地区版の移動支援が他地区でも展開しやすい内容と補
助になっているか確認する。

SC
社会福祉課職員

※聞く意図や目的を確認することで、聞き手が変わっても

必要な情報が入手できることを目的に追加。

※サロン等が開催される期間に準じて期間設定

市が想定する方法を提示して情報共有できた方が効率的であればこの頃のスタートがよいか。いろん

な手法・パターンを持って純粋に情報共有するなら、コロナが落ち着き次第できるか。

※経田ありき、通所Ｂありきでないかを確認。

※移動手段の位置づけ、市としての整理を

※当初予算に間に合わせることができるか

サマーレビュー

秋頃以降～モデル的にor委託で実施できれば

◎ 冬は実施しにくいか、だめなら春に。

3/2 研修受講
実施時期に合わせて

服部先生

鈴木先生
伊藤先生

辻野先生魚津市

富山県

～Zoom会議～



【許可・登録を必要としない運送の方法】
①社会福祉法人等への委託による送迎
②通所Ｂ運営主体のマイカー等による送迎

①

②

地域支援事業と保健福祉事業を活用して



直
接
経
費

運転手人件費（委託であれば可）

ガソリン代等実費

自動車保険料

車両維持費・購入費

ボランティア奨励金

間
接
経
費

コーディネーター人件費

対人補償

ボランティア活動保険料

消耗品費

通信費 等

①保健福祉事業
【社会福祉法人等への委託による送迎】＊通所B運営主体と別主体による送迎＊
市内社会福祉法人等と市が委託契約を締結。デイサービスの空き車両を使い、その法人が雇用している運転手の空き時
間で通所Ｂの送迎を依頼するもの。利用者の調整は法人と通所B運営主体で行う。

・間接経費
・ガソリン代等送迎にかかる実費、車両購入費等

委託対象経費

・ガソリン代等実費or無償 ・通いの場等

利用者負担 目的地〇ガソリン代
（自発的な謝礼、駐車場代、高速代可）

×運転手への直接の人件費

徴収する場合

㊟送迎の有無で、利用料金や
サービスに差をつけない。

65歳以上の方なら誰でも利用可能（介護保険の認定もケアプランも不要）

【委託に含むことが可能な経費】



社会福祉法人等への委託で移動支援を行ったときのイメージ

①申込（登録） ②連絡・調整
③曜日･時間、
ルート調整等

④調整⑤調整の報告⑥送迎日時等
詳細の連絡

利用者 通所B運営主体 委託先の法人 法人の運転手

市役所

・委託
・委託料の支払い
(ガソリン代、車両維持費、自動車保険料、
利用調整の人件費等）

通所Ｂ送迎調整を補助
(利用調整の人件費、ボランティ
ア保険料、通信費等）

通所B
補助金申請
(実績報告)出発ー！

・受託
・委託料請求



②介護予防・日常生活支援総合事業
【通所Ｂ運営主体のマイカー等による送迎】＊通所Bと同一主体による送迎＊
通所Ｂの住民ボランティアがマイカーなどで送迎を行う場合、補助するもの。
目的地は、主に通所Ｂ等の通いの場であるが、その過程で買物等に立ち寄る事例もある。

補助対象経費

・間接経費
・ガソリン代等送迎にかかる実費、車両購入費等

・通いの場利用料 ・通いの場等

目的地利用者負担

直
接
経
費

ガソリン代等実費

自動車保険料

車両維持費・購入費

ボランティア奨励金

間
接
経
費

コーディネーター人件費

対人補償

ボランティア活動保険料

消耗品費

通信費等

〇場の利用料
（送迎利用に関わらず一律料金）

〇付添人に対する報酬

徴収する場合

【補助に含むことが可能な経費】
㊟運転手の人件費は
補助不可



通所Ｂ運営主体がマイカー等で移動支援を行ったときのイメージ

市役所

出発ー！

通所Ｂ送迎※１と送迎調整※２

の両方を補助
※１ ガソリン代、自動車保険料等
※２ 利用調整にかかる人件費、

ボランティア保険料、通信費等

通所B
補助金申請

・安全運転講習の開催
・周知、募集

安全運転講習を受講
（座学、実技等）

・運転技術
・高齢者の心身機能
・認知症等の座学など

②申込（登録）

④送迎日時等詳細の連絡

③連絡・調整（曜日、時間、ルート等）

利用者
通所B運営主体 通所Bボランティア

(マイカーやデイの空き車両）①移動支援サービス専用自動車保険に加入

生活支援コーディ
ネーターも協力！



☑移動調査アンケート作成
☑経田地区サロン等７か所で聴取・集計

☑移動支援の方法、内容、財政的支援の検討

☑社会福祉法人への打診
☑通所Ｂ運営委員らへの情報提供・意見交換
☑令和５年度新規事業提案書作成
☑生活支援コーディネーター定例会での情報共有

□地域包括ケアシステム総合的伴走支援事業（県）による支援
□公共交通関係者(課)への情報提供・意見交換
□安全運転講習、運転ボランティア集めの企画・周知
□連携・協力可能な機関や仲間探し＆調整
□通所B補助要綱の拡充、委託契約関係事務 など

【今年度の取組】

こんなことが
したいです！

市長

ふむふむ

活動している自
治体から学ぶ

なるほど～

上司

生活支援
コーディ
ネーター

法人

【今後の予定】

どうやって？

こんな方法
があるらしい

地域貢献、ぜひ
やりましょう！



この事業がもたらす効果

フレイル予防、筋力維持

免許返納の
促進？

世代を超えた地域の交流
孤食の予防・栄養バランスの配慮

参加ついでの買物機能
見守り＆
ささえあい

地域の見える化
つながりの強化

役割の創出

多種多様な(好みに応じた)社会参加

とくし丸

地元漁業組合
による販売

通所B×児童センター
通所B×地元高校生との交流


